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自己紹介



１．昭和基地周辺の海氷上のルートについて

２．１０年ぶりに流れた海氷と監視体制

３．ドローン利用の有効性について

発表内容





海氷上のルート工作



海氷にドリルで穴を開け、
積雪深、海氷厚を計り、
標識旗を設置

標識旗間の方位と距離を測定

すべてのデータを記録して「ルート方位表」を作成。

隊内でデータを共有し、野外に出かける際は完成
したルート上を移動する。



昭和基地周辺の
海氷上ルートの
例年の総延長は
約２００ｋｍ

昭和基地↓

ラングホブデ

スカルブスネス

×
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×とっつき岬

１０年ぶりに流れた海氷

2016年4月27日

オングル諸島周辺及びリュツォ･ホルム湾全域に渡って海氷が流出。
オングル諸島周辺の海氷の流出は４７次隊以来１０年ぶり。
リュツォ･ホルム湾全域の海氷の流出は４４次隊以来１３年ぶり。

海氷の状態が不安定となったため、野外観測に出かけるための海氷上のルー
ト工作が本格化したのは８月からとなり、野外行動の範囲は限定的となった。
さらに、７月と８月に部分的に開放水面が広がった。

概要



＜昭和基地＞

◆目視観察

◆ドローンによる空撮

◆西の浦潮汐データ（うねりの監視）

＜国内からのサポート＞

◆人工衛星画像の提供

◆専門家によるアドバイス

海氷の監視体制

１．前提条件
個人が持ち込んだドローンが対象
東オングル島内の屋外が対象

２．使用するドローンについて
GPSとグロナスに対応していること

３．飛行可能な風速について
風速6m/s以内：飛行制限区域を除く島内全 エリア
風速8m/s以内：一部エリア内及び海氷上

４．飛行可否判断について
・事前に隊長に許可を得る
・飛行前にコンパス校正が正常に終了している
・GPS及びグロナスを10機以上捕捉している
・Go-Home昨日を飛行前に設定 など

５．飛行可能時間について
・ゾンデ放球時間の前後30分、

ヘリオペ中は飛行禁止
・原則日の出から日の入り

６．飛行制限区域について
・飛行禁止：観測機器、各種アンテナ、

駐機ヘリ周囲30m以内
・離陸禁止：観測機器、各種アンテナ、

駐機ヘリ周囲50m以内
・飛行禁止：「しらせ」周囲500m以内

７．飛行高度
・原則50m以内
・一部エリア及び海氷上は500m以内

８．事故について
９．本ガイドラインについて

ドローン操縦ガイドライン（57次隊）



使用したドローンの主なスペック

１．機体
重量 1280g
対角寸法 350mm
最大上昇速度 5m/s
最大加工速度 3m/s
最大速度 16m/s
運用限界高度 6000m
動作環境温度 0～40℃
GPSモード GPS/GLONASS
最大飛行時間約23分
最大傾斜角度 35°

２．ジンバル
操作可能範囲ピッチ-90°～+30°
機構 3軸

３．送信機
最大伝送距離 2000m など

４．バッテリー
電圧 15.2V
正味重量 365g
最大充電電力 100W など

製品名：PHANTOM 3 ADVANCED

５．カメラ
センサー有効画素数 12.4M
レンズ 20mm F2.8 ∞フォーカス
ISOレンジ 100～3200(ビデオ) 100～1600(写真)
電子シャッター 8～1/8000s
最大静止画サイズ 4000×3000 など

海氷の監視に使った人工衛星のデータ

MODIS (MODerate resolution Imaging Spectrorasiometer)
アメリカ航空宇宙局(NASA)によって開発された可視・赤外域の放射計。
地球観測システム(Earth-Observing-System:EOS)の「Terra」(EOS AM)と
「Aqua」(EOS PM)に搭載されている。
昭和基地周辺の海氷監視には、太陽高度の高い時期に利用。

ALOS(Advanced Land Obseving Satelite)
宇宙航空研究開発機構(JAXA)が開発した地球観測衛星。現在は「だいち2号」
を運用中。
昭和基地周辺の海氷監視には、太陽高度の低い時期に、ALOSから送られて
くる合成開口レーダー(SAR)の画像を利用。



● 昭和基地

2016年3月20日オングル諸島西側の定着氷の割れ込み確認

2016年4月1日 定着氷の割れ込みが湾のさらに奥まで拡大
3月29日～30日 B級ブリザード

3月31日 昭和基地で西の浦沖に開放水面を確認

● 昭和基地

2016年4月1日



2016年4月1日 撮影

前日の割れ目に沿って白瀬氷河末端から海氷流出

● 昭和基地

2016年4月3日



オングル諸島南側で割れ込み拡大
開放水面が大陸に達した

4月6日夜半に15m/s前後の強風が続いた

● 昭和基地

2016年4月8日

2016年4月11日 福島ケルン上空500mからのパノラマ



短周期の変動が見られる
海のうねりの影響？

2016年4月10日 西の浦験潮小屋 潮汐データ

過去の海氷流出事例

オングル諸島周辺の海氷が流れたのは47次隊以来10年ぶり

リュツォ･ホルム湾の海氷が広域に渡って流れたのは
44次隊以来13年ぶり

昭和基地周辺の海氷の現状と今後の方針について

海氷状況が不安定で、先が読めないため、北の浦と
西オングルルート以外の野外行動は極夜明けまで延期



今後の方針が野外観測に与える影響
2016年４月11日

影響を受けた野外観測 → 極夜明けに延期
気 象：S17測器メンテナンス
気水圏：大陸上の雪尺観測
地殻圏：露岩GPS観測 S19GPS観測

影響を受けた設営作業 → 極夜明けに延期
機械：S16オペレーション
通信：S16雪上車無線機整備
環境保全：S16廃棄物持ち帰り
野外観測支援：海氷上ルート工作

10月の内陸旅行 → 9月までに準備が整えばは可能。
ただし、沿岸のルート工作と重なり、日程はタイトとなる。
海氷の状況によって左右される。
とっつき岬ルートの海氷が流れると、日程が後ろにずれ込む可能性が高い。
内陸旅行実施の判断は当初4月末と考えていたが、もう少し遅らせる予定。

（基本的には実施の方向で考える）

● 昭和基地

2016年4月19日



2016年5月1日

● 昭和基地

とっつき岬

昭和基地

昭和基地周辺海氷状況

4月8日氷縁

4月18日氷縁

4月24日氷縁
4月28日氷縁



2016年4月27日撮影

北 東 南

見晴し岩上空500mからドローンで撮影

●昭和基地
弁天島●

●とっつき岬

2016年7月24日
西オングル島と弁天島の間に開放水面が広がった



2016年7月22日氷縁

2016年7月22日撮影

ルンパ

弁天島

昭和基地

とっつき岬

●昭和基地

2016年8月19日
定着氷北端からラングホブデにかけて
水路状に開放水面が広がった



2016年8月19日氷縁

2016年8月19日撮影

ラングホブデ

ルンパ

オングルカルベン

西オングル島

弁天島

東オングル

とっつき岬

2016年7月22日氷縁

2016年8月19日氷縁



ラングホブデ

オングルカルベン

西オングル島

弁天島

東オングル

とっつき岬

2016年7月22日氷縁

2016年8月19日氷縁

ルンパ

ラングホブデ

オングルカルベン

西オングル島

弁天島

東オングル

とっつき岬

2016年7月22日氷縁

2016年8月19日氷縁

ルンパ



臨時

ラングホブデ

オングルカルベン

西オングル島

弁天島

東オングル

とっつき岬

2016年7月22日氷縁

2016年8月19日氷縁

ルンパ

オングルカルベン

まめ島

ルンパ

向岩

オングルガルテン

小湊・長頭山

臨時

ラングホブデ

オングルカルベン

西オングル島

弁天
島

東オングル

とっつき岬

2016年7月22日氷縁

2016年8月19日氷縁

ルンパ

40～60cm

80～100cm
11月初旬氷厚 スノーモービル

雪上車

スノーモービルのみ
雪上車禁止



まとめ

１．2016年4月、昭和基地周辺の海氷が10年ぶりに流出した。

２．海氷の流出時及び海氷発達時に人工衛星データを用いて国内から
監視を行なった。

３．人工衛星データによる監視に加え、昭和基地でドローンを使って
高度500mから撮影を行なったことによって、より詳細な海氷の
様子を捉える事ができた。

４．上空からの海氷状況の監視だけでなく、海氷上のルート工作時の
偵察にもドローンの利用は有効だと考えられる。




